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要       約 

本系群の資源状態について、産卵調査結果から算出した産卵量（日向灘～潮岬: 海区 III）

により評価した。過去 36 年間（1979～2014 年）の年間産卵量（前年 9 月～当年 8 月、海区

III）から 2014 年の資源水準は高位、最近 5 年間（2010～2014 年）の産卵量から、動向は増

加と判断した。

漁獲量（宮崎県～三重県）は増減を繰り返しながらも全体としては増加傾向にあり、2011

～2014 年は過去最高水準となった。2015 年も引き続き好調な漁獲が見込まれる。産卵量（海

区 III）は 1978 年以降、増減を繰り返しながらも全体としては増加傾向にある。1990 年代

前半までは 20～60 兆粒の範囲であったが、2007 年は過去最高の 139 兆粒に及んだ。2008

年は減少したが、2009 年以降は 80～100 兆粒の範囲にあり、2014 年は 101 兆粒であった。

2015 年は 104 兆粒と見込まれる。最近年の高い漁獲量の下でも産卵量は中位～高位水準を

保っている。これは、再生産が順調に行われていることを示唆しており、最近年の漁獲は

資源状態に悪影響を及ぼしていないと言える。

平成 27 年度 ABC 算定のための基本規則 2-1) に基づき、2016 年 ABC を算定した。 

管理基準
Limit/ 

Target 
F 値 

漁獲割合

（%） 
2016 年 ABC（千トン） 

1.0  Cave 3-yr  1.01 
Limit – – 43

Target – – 35 

Limit は、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Target は、資源変動の可

能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源

の増大または維持が期待される漁獲量である。ABCtarget = ABClimit  とし、係数には基

準値の 0.8 を用いた。Cave 3-yr は最近 3 年間（2012～2014 年）の平均漁獲量である。 

年 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F 値 漁獲割合

2013 – 37 – –

2014 – 48 – –

水準：高位 動向：増加
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本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり。 

データセット 基礎情報、関係調査等 

漁獲量 漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省） 

主要港水揚量（宮崎県、大分県、愛媛県、高知県、徳島県、和歌山県、

三重県） 

体長組成調査（宮崎県、大分県、愛媛県、高知県、徳島県、和歌山県、

三重県） 

・ 市場測定 

資源量指数 

・ 産卵量 

産卵調査（水研セ、鹿児島～青森（18）都県） 

・ ノルパックネット鉛直曳網調査（日向灘～潮岬） 

 

1. まえがき 

漁獲量の大部分を占める宮崎県～三重県の漁獲量は、1992 年以降 10～30 千トン台で推移

してきたが、2011 年に 45 千トン近くまで増加し、2013 年は 37 千トン、2014 年は 48 千ト

ンとなった。マイワシやカタクチイワシ等に比べて、漁獲量、産卵量ともに増減幅は小さ

く安定している。親魚 1 尾 1 回当たりの産卵数や産卵頻度などの生物特性に未解明の部分

が多い。 

 

2. 生態 

（1）分布・回遊 

沿岸性が強く、分布・回遊範囲は、資源増大期に 150°E 以東の沖合域へ拡大するカタク

チイワシやマイワシのような広がりを見せず、本州～九州の太平洋岸沿いに集中する（図 1）。

卵や成魚の分布状況から、土佐湾周辺海域が主分布域と考えられる。 

 

（2）年齢・成長 

寿命は 2 歳前後と考えられ（真田ほか 1994、1996）、被鱗体長で約 25 cm に達する（図 2）。

月別体長組成と主要港水揚量から推定した月別漁獲尾数の体長組成からは、春季に 0 歳魚

が出現し、前年生まれの 1 歳魚とともに分布し、夏季に 1 歳魚はほぼ見られなくなり、冬

季まで単一年級群となることが伺える（図 3）。 

 

（3）成熟・産卵 

1 歳までに成熟する（図 4）。産卵期は 10～7 月に亘る（図 5）。産卵盛期は明瞭でないが、

3～6 月の産卵量の割合が大きい年が多い。産卵場は土佐湾周辺海域を中心に形成されるが、

産卵盛期後半には伊豆諸島～関東近海でもかなりの産卵が見られる（図 6）。仔魚の出現時

期は主に 11～6 月である（髙須賀ほか 2014）。 

 

（4）被捕食関係 

動物プランクトン等を捕食する。中大型浮魚等に捕食される。 
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3. 漁業の状況 

（1）漁業の概要 

主にまき網、定置網により漁獲される。和歌山県では棒受網、高知県では多鈎釣りでも

漁獲される。シラス（仔稚魚）期は船曳網で漁獲される。外国船による漁獲はない。 

 

（2）漁獲量の推移 

宮崎県～三重県の漁獲量は、1985～1991 年は 5 千～6 千トン台であったが、1992～1998

年に増加し、25 千トン前後となった（表 1、図 7）。1999～2004 年は 10～14 千トンまで減

少したが、2005 年以降再び増加傾向となり、2007～2009 年は 30 千トン前後となった。2010

年は 20 千トン以下となったが、2011 年以降 40 千トンを超える年が増え、2014 年は 48 千ト

ンと過去最高水準の漁獲量となった。 

主要港水揚量では、年の前期（1～6 月）と後期（7～12 月）の間に高い相関が認められ

る（図 8）。さらに、主要港水揚量と漁業・養殖業生産統計における全漁獲量の間にも強い

相関が認められる（図 9）。これらの関係を利用して、2015 年前期の主要港水揚量（13 千ト

ン）から後期の主要港水揚量を予測し（33 千トン）、その合計値（46 千トン）から全漁獲

量を予測したところ、61 千トンの漁獲量が見込まれる結果となった（図 7）。ただし、これ

は過去の関係から外挿的に予測される潜在的漁獲量であり、許容漁獲量を意味しない。以

上のように、漁獲量は、長期時系列では増減を繰り返しながらも増加傾向、最近 4 年間は

特に高い水準を保っている。 

 

4. 資源の状態 

（1）資源評価の方法 

漁業に依存しない産卵調査結果から算出した産卵量を資源量指標値として、資源状態を

判断した（補足資料 1）。 

年間産卵調査は、我が国太平洋岸において、1978 年以降、水産庁水産研究所と各都県水

産研究機関の共同、2001 年以降、水産庁委託事業における独立行政法人水産総合研究セン

ターと各都県水産研究機関の共同によって、主に小型浮魚類の再生産状況を把握するため

に実施されてきた（Oozeki et al. 2007、大関ほか 2013）。毎月の調査により、太平洋岸全体

で毎年 3,000～4,000 件のプランクトンネット（近年は改良型ノルパックネット）の鉛直曳

網データが蓄積されている（Takasuka et al. 2008）。ここでは中央水産研究所が開発してきた

卵稚仔データベースによって、緯経度 30 分升目で集計される産卵量を用いた（髙須賀ほか 

2014）。産卵周期（Plaza et al. 2007）や水温と卵発生時間の関係（Uehara and Mitani 2009）に

関する知見はあるものの、産卵生態パラメータ情報が揃っていないため、親魚量は不明で

あるが、産卵量を親魚量の指標値とする。年間産卵量は、月別産卵量（図 5）に見られる産

卵期を考慮して、前年 9 月～当年 8 月を 1 年として合計して算出した。対象海域は主産卵

場である土佐湾周辺海域とし、日向灘～潮岬（海区 III）の産卵量を採用した。 

なお、漁獲は愛知県～千葉県でもあるが、その漁獲量は、最近 10 年間は宮崎県～三重県

の漁獲量の 3～12%に過ぎない。さらに、宮崎県～三重県の漁獲量は同海域に該当する日向

灘～潮岬（海区 III）の産卵量（表 2）と高い相関を示した一方（図 10）、愛知県～千葉県の

漁獲量は同海域に該当する潮岬～房総（海区 II）の産卵量と何ら関係が見られなかった。ま
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た、ABC 計算で用いる産卵量と漁獲量は同じ海域を対象とすることが望ましいと考えられ

る。従って、資源評価対象として、漁獲量は宮崎県～三重県、産卵量は同海域に該当する

海区 III を扱うものとする。さらに、本資源は潜在的分布域に対して漁獲には強い地理的な

偏りがあり、また、生物情報が揃っていない。一方、沿岸性であるために、その産卵場の

範囲は、各月の産卵調査の定点によって良く網羅されている。従って、現時点では、産卵

調査による産卵量を資源量指標値として資源評価をすることが有効であると考えられる。

ただし、産卵量では漁獲対象に含まれる 0 歳魚の変動を把握しきれない。 

現在、資源量推定に向けて、漁業情報を用いたコホート解析を試行しており、本系群の

年齢と成長の関係の再検討や年齢–体長キーの作成によって、より現実的な結果が得られる

見込みである（補足資料 2）。同時に、産卵量を用いた卵数法の適用に必要な産卵生態情報

の解析を進めており、産卵時間帯と雌 1 個体 1 回当たり産卵数（バッチ産卵数）の暫定値

を得た（補足資料 3）。将来的にコホート解析と卵数法それぞれの不利点を補完するように、

両手法を併用して検討を進めている。 

 

（2）資源量指標値の推移 

年間産卵量（前年 9 月～当年 8 月）の推移（表 2、図 11）より、海区 III の産卵量は、1978

年以降増減を繰り返しながらも全体としては増加傾向にある。1990 年代前半までは 20～60

兆粒の範囲であったが、1990 年代半ばから、例外的に低かった 2002 年を除いて、60 兆粒

を超え、2007 年は過去最高の 139 兆粒に及んだ。2008 年は 66 兆粒と減少したが、2009 年

以降は 80～100 兆粒の範囲にあり、最近 5 年間（2010～2014 年）は、やや増加傾向である。 

2015 年（2014 年 9 月～）は利用できる 6 月までの産卵量（海区 III）で 100 兆粒であった。

過去 10 年間（2005～2014 年）の産卵期前年 9 月から当年 6 月までの産卵量と当年 10 月ま

での産卵量の関係を用いて、2015 年の年間産卵量（海区 III）を予測すると、104 兆粒と見

込まれる。 

 

（3）資源の水準・動向 

過去 36 年間（1979～2014 年）の年間産卵量（海区 III）の最大値（139 兆粒）と最小値（21

兆粒）の間を三等分し、高位、中位、低位の水準を定義すると（1978 年は前年 1977 年 9～

12 月のデータが無いため、最小値判断からはずした。）、高位と中位の境界値は 99 兆粒、中

位と低位の境界値は 60 兆粒となる。2014 年の産卵量（101 兆粒）は高位と中位の境界値を

僅かに上回っていることから、資源水準は高位と判断した。なお、2015 年の産卵量（海区

III）予測値も高位にある。 

最近 5 年間（2010～2014 年期）の産卵量（海区 III）から、動向は増加と判断した。 

 

5. 2016 年 ABC の算定 

（1）資源評価のまとめ 

漁獲量は高い水準にあるが、漁業に依存しない産卵調査に基づいて求めた産卵量（海区

III）の推移から、本資源の水準は高位、動向は増加と判断した。 

漁獲量（宮崎県～三重県）は、2000 年以降増加傾向にあり、特に 2011～2014 年は過去最

高水準にある。漁業に依存しない産卵調査から求められた産卵量（海区 III）も長期的に増
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加傾向にあり、最近年の高い漁獲量の下でも中位～高位水準を保っている。これは、再生

産が順調に行われていることを示唆しており、長期的な漁獲量の増加は資源の増加を反映

していると考えられる。従って、最近年の漁獲は資源状態に悪影響を及ぼしていないと言

える。漁業情報の利活用と共に、産卵調査による主産卵場の再生産状況のモニタリングを

継続し、高い漁獲圧の下で産卵量の低下が見られた場合には、再生産確保のための漁獲圧

軽減が必要となると考えられる。 

 

（2）ABC の算定 

漁獲量と資源量指標値として産卵量が利用できることから、ABC は、平成 27 年度 ABC

算定のための基本規則 2-1) に基づいて算定する。 

ABClimit = 1  Ct  1 

ABCtarget = ABClimit   

1 = (1 + k  (b/I)) 

ここで、Ct は、最近 3 年間（2012～2014 年）の平均漁獲量（宮崎県～三重県）Cave 3-yr、

1 は、資源水準が高位にあることから標準値 1.0 とした。1は、1 = (1 + k(b/I)) に従い、係

数 k は標準値 1、資源量指標値の傾き b 及び資源量指標値の平均値 I は最近 3 年間（2012～

2014 年）の産卵量（海区 III）から算出し、それぞれ b = 1.15 及び I = 95（兆粒）として、1 

= 1.01 と算出した。安全率は基準値 0.8 とした。 

 なお、一昨年度までは漁獲量の変動の大きさを考慮して最近 4年間の平均漁獲量Cave 4-yr

を用いていたが、年々状況に応じて平均をとる年数範囲が変わることを避けるため、昨年

度から標準の最近 3 年間に固定した。 

 

管理基準 
Limit/ 

Target 
F 値 

漁獲割合 

（%） 
2016 年 ABC（千トン） 

1.0  Cave 3-yr  1.01 
Limit – – 43 

Target – – 35 

Limit は、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Target は、資源変動の可

能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源

の増大または維持が期待される漁獲量である。ABCtarget = ABClimit  とし、係数には基

準値の 0.8 を用いた。Cave 3-yr は最近 3 年間（2012～2014 年）の平均漁獲量である。 
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（3）ABC の再評価 

 

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新された数値 

2013 年漁獲量確定値 2013 年漁獲量の確定 

2014 年漁獲量概数 2014 年漁獲量 

2014 年主要港水揚量 2014 年主要港水揚量の確定 

2015 年主要港水揚量 2015 年 1～6 月主要港水揚量 

2015 年体長組成 月別推定漁獲尾数組成 

過去に遡及したデータの見直し  

2014 年産卵量 2014 年期産卵量（2013 年 9 月～2014 年 8 月）

2015 年産卵量 2015 年期産卵量（2014 年 9 月～2015 年 6 月)

2015 年 7～8 月産卵量予想値 

1978 年以降産卵調査データ 1978 年以降産卵量 

発掘データの追加  

過去に遡及したデータの見直し 産卵量計算に含めるデータ条件の緩和 

 

評価対象年 

（当初・再評価） 
管理基準 

ABClimit 

（千トン）

ABCtarget 

（千トン） 

漁獲量 

（千トン）

2014 年（当初） 1.0  Cave 4-yr  1.00 34 27  

2014 年（2014 年再評価） 1.0  Cave 4-yr  1.10 37 30  

2014 年（2015 年再評価） 1.0  Cave 4-yr  1.10 37 30 48 

2015 年（当初） 1.0  Cave 3-yr  1.01 42 33  

2015 年（2015 年再評価） 1.0  Cave 3-yr  1.01 42 33  

 

6. ABC 以外の管理方策の提言 

主産卵場である土佐湾では、釣りによる漁獲が大半であるためその漁獲圧は低く、漁獲

量変動もまき網中心の他海域に比べて安定している。このような産卵場の維持が重要であ

ると考えられる。 
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図 8. 2000～2014 年の宮崎県～三重県の主要港におけるウルメイワシ太平洋系群の前期（1

～6 月）水揚量と後期（7～12 月）水揚量の関係 この関係を用いて 2015 年前期水

揚量から外挿的に予測される後期水揚量を黒丸で示す。

図 9. 2000～2014 年の宮崎県～三重県の主要港におけるウルメイワシ太平洋系群の主要港

水揚量と生産統計年報からの漁獲量の関係 この関係を用いて 2015 年主要港水揚量

から外挿的に予測される漁獲量を黒丸で示す。
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補足資料 2 コホート解析 

 

ウルメイワシ太平洋系群の資源評価におけるコホート解析の適用を検討するため、これ

までコホート解析の試算を行ってきた。今年度は、年齢と成長の関係および年齢構成等を

再検討した。 

現在データが整備されている 2006 年から 2014 年の体長組成を年級群に分解して年齢別

漁獲尾数を算出した。この年齢分解に際しては、従来ウルメイワシ太平洋系群の年齢と成

長の関係として、真田ら（1994）を引用した処理が成されてきたが、漁獲物の体長組成の

月変化は、大下ら（2011）の東シナ海の年齢と成長の関係の方が良く当てはまることが今年

度の検討において示されつつある。そこで、ウルメイワシ対馬暖流系群で用いられている

年齢–体長キーと年齢と成長の関係を元に年齢分解を再検討し、漁獲尾数を 0～2 歳に分離

しコホート解析による資源量推定の試算を行った。 

 

2013年以前の0歳魚の資源尾数 

ܰ,௬ ൌ ܰାଵ,௬ାଵ ൈ expሺܯሻ  ,௬ܥ ൈ expሺ2/ܯሻ 

 

最高齢（2歳）および最近年（2014年）の各年齢の資源尾数 

ܰ,௬ ൌ ൛ܥ,௬ ൈ expሺ2/ܯሻൟ/൛1 െ exp൫െܨ,௬൯ൟ 

 

最高齢および最近年を除く漁獲係数F 

,௬ܨ ൌ െlnൣ1 െ ൛ܥ,௬ ൈ expሺ2/ܯሻൟ/ ܰ,௬൧ 

 

2013年以前の2歳魚のFは1歳魚のFと同じと仮定した。また、最近年（2014年）の0歳魚と

1歳魚のFは過去3年間（2011〜2013年）の同歳魚のFの平均値とした。最近年（2014年）の

最高齢（2歳）のFは、2014年の1歳のFと同じになるようにした。また、自然死亡係数Mは

ウルメイワシ東シナ海系群と同じ0.7（年–1）を使用した。その結果、漁獲係数の推定結果に

一部非常に高い値が見られるものの、昨年度実施した体長組成を切断法で年齢分解し推定

した年齢別漁獲尾数によるコホート解析結果と比較すると、より現実的なF値になっている

と考えられる（補足表2-1～2-4、補足図2-1～2-2）。 

次年度以降、漁獲物の体長組成を年齢–体長キーにより年齢組成に変換し、コホート解析

により資源量推定を実施することで、対象海域の漁業が資源に与える影響評価を検討する。

本試算では、年齢と成長の関係と、年齢–体長キーをウルメイワシ対馬暖流系群の値を引用

して実施している。このため、太平洋側においても年齢と成長の関係の再検討および年齢–

体長キーの作成が必要である。従って、次年度以降、太平洋側の値に更新した際に、補足

表2-1～2-4の数値は大きく変更される可能性がある。また、現在の時系列範囲 (2006～2014

年) ではコホート解析による親魚量推定値と産卵量の年変動は対応していない。今後、デー

タ蓄積と共に時系列を過去に遡る必要もある。 
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補足表2-1.  年齢別漁獲尾数（百万尾） 

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

0歳 314 415 90 516 149 619 1,034 560 626

1歳 205 293 160 358 206 474 556 340 264

2歳 20 19 17 16 5 19 15 20 18

補足表2-2.  漁獲係数（F） 

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

0歳 0.38 0.72 0.11 0.71 0.14 0.41 0.86 0.68 0.65

1歳 1.75 2.07 1.74 3.48 1.82 2.74 2.58 2.26 2.53

2歳 1.75 2.07 1.74 3.48 1.82 2.74 2.58 2.26 2.53

補足表2-3.  年齢別資源尾数（百万尾） 

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

0歳 1,404 1,146 1,183 1,435 1,658 2,597 2,551 1,615 1,860

1歳 351 476 276 524 349 718 854 538 407

2歳 35 30 30 24 8 28 23 32 28

補足表2-4.  推定された資源量（千トン）・親魚量（千トン）・再生産成功率（尾/kg） 

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

資源量 64 66 52 75 65 117 125 82 78

親魚量 30 38 24 41 26 55 63 43 33

再生産成功率 46 30 49 35 65 47 40 38 56
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補足資料 3 産卵生態情報

ウルメイワシ太平洋系群の資源評価における卵数法の適用に必要な産卵生態情報を取得

するため、2015 年 2～3 月に実施された若竹丸による産卵調査（平成 26 年度資源評価調査

「若竹丸による重要水産資源の産卵生態変動に関する調査」）において、釣獲調査を実施し、

産卵時間帯と雌 1 個体 1 回当たり産卵数（バッチ産卵数）の推定を行った。 

釣獲調査は、2015 年 2 月 13 日～2 月 14 日に熊野灘、2 月 26 日～2 月 27 日に土佐湾で実

施した。24 時間に渡って様々な時間帯に釣獲を実施した結果、日出から日没にかけて釣獲

を得た一方、夜間は釣獲を得なかった。熊野灘で 127 個体、土佐湾で 235 個体、両海域合

わせて計 362 個体のウルメイワシが釣獲された。主に、200 m 等深線より沿岸側の水深 30

～50 m 付近から釣獲された。釣獲があった地点の表面水温は 16.8～17.3°C であった。 

釣獲後直ちに船上でウルメイワシの被鱗体長を計測した。被鱗体長は 145～240 mm であ

った。雌個体について、その場で生殖腺の一部分を摘出して、細胞質を透明化する Sera 液

（Shiraishi et al. 2008）に浸透させて実態顕微鏡下で観察し、簡易的に生殖腺発達ステージ

を判別した（補足表 3-1）。卵成熟途中にある核移動期の卵母細胞を持つ個体は 6～12 時、

産卵直前の吸水卵を持つ雌個体は 12～15 時を中心に出現した。その後に確保した日没直前

の個体では吸水卵を持つ個体を得られなかったことから、昼間～夕方を中心に産卵する可

能性が考えられる。

バッチ産卵数は、核移動期、吸水期の卵母細胞を持つ個体を用いて、重量法（Morimoto 1998）

により算定した。両海域合わせて 80 個体の解析により得たバッチ産卵数は 1,400～21,000

粒の範囲で、被鱗体長との相関が認められた（補足図 3-1）。本結果は、過去の報告（栁川 1994）

における土佐湾のウルメイワシにおけるバッチ産卵数（2,500～18,000 粒）とほぼ一致する

ものであった。また、限られたデータでの比較ではあるが、土佐湾と熊野灘の間で大きな

差異は認められなかった。今後、バッチ産卵数に加えて、産卵頻度（産卵割合、産卵間隔）

を推定し、かつ、これらの環境要因に対する変動を調べることによって、卵数法による資

源量推定が可能になると考えられる。
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